
東京都立あきる野学園

実 践 報 告 会
オ ン デ マ ン ド 配 信 型

新・あきる野プラン の構築
「何を いつ どのように どれくらい」学ぶかが分かる教育課程の改善

東京都特別支援教育推進計画（第二期）　第二次実施計画
令和４・５・６年度東京都教育委員会指定研究　研究指定校　

・「知的障害の状況や程度に応じた指導の在り方の研究事業」
・「知的障害教育における教育課程の充実事業」

配 信 期 間 　 令 和 � 年 � 月 � 日 ( 月 ) ～ � 月 � � 日 ( 金 )

新あきる野プランとは
新・あきる野プランは「みんなの教育課程」です。
保護者が分かって、安心できる教育課程。児童・生徒本人たちが分かって、楽しく学べる教育課程。
さらに言うなら、教員が分かって、教えることが楽しくなる教育課程、です。
私たちは「教科別の指導」が見える時間割を作りました。
そして「知的障害特別支援学校の各教科」の目標、内容に即し、「文科省著作教科書（星本）」をもとに小学部・中学部・
高等部で扱う「単元」を一覧化しました。
次に知的障害教育部門で作った「単元一覧」を、肢体不自由教育部門でも使ってみました。
するとー
教科別の指導の充実を通して、授業の質の向上、児童・生徒の学ぶ喜び、教材の集積や共有に向けた道筋が見えてき
ました。

新・あきる野プランは「みんなの教育課程」であり、教育課程を実際の授業に展開するプロセスやカリキュラム・
マネジメントサイクル全体を含む概念でもあります。
インクルーシブ教育システムの時代に学びの連続性を可視化する教育課程への提言として、また、学校の働き方改革
ー効率的で最大効果を発揮する授業づくりへの提言として、私たちは新・あきる野プランをご報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都立あきる野学園　統括校長　伴　光明

この研究の端緒をつけていただいた市川裕二前校長先生に深く感謝申し上げます。
筑波大学教授川間健之介先生と東京学芸大学名誉教授菅野敦先生には本研究への
ご助言を賜るとともに、これからに向けたご講演もお願いいたしました。
中村大介課長をはじめとする東京都教育庁指導部特別支援教育指導課の皆様には
常々温かい激励を頂戴し、研究指定期間を最後まで務めることができました。
ご支援をいただいた多くの皆様にこの場をお借りして篤く御礼を申し上げます。



１ 　 校 内 研 究
　 　 令 和 ３ 年 度 か ら 特 別 支 援 学 校 学 習 指 導 要 領（ 平 成 � � 年 � 月 告 示 ）で 示 さ れ た「 知
　 的 障 害 特 別 支 援 学 校 の 各 教 科 」 に 関 す る 研 究 を 始 め 、 小 学 部 生 活 科 、 中 学 部 ・ 高
　 等 部 で の 社 会 科 、 理 科 の 教 科 別 の 指 導 を 行 う も の と し ま し た 。 学 習 指 導 要 領 に 示
　 さ れ る 内 容 を 網 羅 す る た め に 、「 単 元 一 覧 」 の 作 成 や 、 実 態 に 応 じ た 指 導 計 画 を
　 作 る た め の 「 期 待 す る 学 習 効 果 の チ ェ ッ ク リ ス ト 」 な ど の 整 備 を 進 め ま し た 。

２ 　 令 和 ４ ・ ５ ・ ６ 年 度 東 京 都 教 育 委 員 会 指 定 研 究
　 ・「 知 的 障 害 の 状 況 や 程 度 に 応 じ た 指 導 の 在 り 方 の 研 究 事 業 」
　 　 知 的 障 害 特 別 支 援 学 校 の 小 ・ 中 学 部 の 教 科 別 の 指 導 と 各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導
　 の 関 係 や 考 え 方 を 整 理 し 、 知 的 障 害 の 状 況 や 程 度 に 応 じ た 指 導 の 在 り 方 に つ い て
　 検 討 し ま し た 。
　 ・「 知 的 障 害 教 育 に お け る 教 育 課 程 の 充 実 事 業 」
　 　 生 徒 の 実 態 が 多 様 化 し て い る 知 的 障 害 特 別 支 援 学 校 高 等 部 普 通 科 の 現 状 を 踏 ま
　 え 、 教 育 課 程 の  類 型 化 の 在 り 方  に つ い て 検 討 を 行 い ま し た 。

実 践 報 告 会
オ ン デ マ ン ド 配 信 型

東京都立あきる野学園

（ １ ） 挨 拶 ・ 解 説 「 新 ・ あ き る 野 プ ラ ン 」 の 取 り 組 み に つ い て

（ ２ ） 報 告 １ 　 あ き る 野 学 園 の 研 究 活 動 に つ い て

（ ３ ） 報 告 ２ 　 あ き る 野 学 園 の 授 業 計 画 ・ 学 習 指 導 要 領 か ら 日 々 の 指 導 へ

（ ４ ） 報 告 ３ 　 知 的 障 害 教 育 部 門 高 等 部 の 教 育 課 程 改 善 と 「 社 会 生 活 の 指 導 」

（ ５ ） 実 践 紹 介 １ 　「 単 元 分 か っ て 楽 し ー ト 」 発 表

（ ６ ） 実 践 紹 介 ２ 　 授 業 の 様 子 （ 生 活 、 社 会 科 、 理 科 ）

（ ７ ） 講 演 １ 　「 知 的 障 害 の あ る 児 童 ・ 生 徒 の よ り 深 い 学 び の た め に 」
　 　 　 　 講 師 　 筑 波 大 学 教 授 　 川 間 　 健 之 介 　 先 生

（ ８ ） 講 演 ２ 　「 青 年 期 ・ 成 人 期 に む け て 在 学 中 に 学 ぶ べ き こ と 」
　 　 　 　 講 師 　 東 京 学 芸 大 学 名 誉 教 授 　 菅 野 　 敦 　 先 生

（ １ ） 単 元 一 覧 ・ 単 元 配 列 表

（ ２ ） 期 待 す る 学 習 効 果 の チ ェ ッ ク リ ス ト

（ ３ ） 単 元 指 導 計 画

（ ４ ） 社 会 生 活 の 指 導 年 間 指 導 計 画

研究活動の紹介

動画配信

公開資料 ダウンロードして
お使いください



報告１　あきる野学園の研究活動について

教科別の指導

知的障害特別支援学
校の、小学部生活
科、中学部および高
等部の社会科、
理科を教科別で指
導。

授業づくりの「重点項目」 実態差への対応

活動をシンプルにする

グルーピングの工夫

多様なまとめの方法

単元設定や教材の工夫

「単元分かって楽しート」
（単元のプレゼン資料）の作成

報告２　あきる野学園の授業計画・学習指導要領から日々の指導へ

単元一覧の作成
（何を・いつ・どれくらい学ぶか）

期待する学習効果のチェックリスト
（どのように、を探る）

＋
年間指導計画

� 年間のねらい
学習内容の計画

報告３　知的障害教育部門高等部の教育課程改善と「社会生活の指導」

「各教科等を合わせた指導」である「日常生活の指導」に
ついて、合わせる「基になる教科」や学習指導要領上の段
階を明確にするとともに、自立と社会参加に向けた高等部
段階の指導内容にした「社会生活の指導」を実施。



お申し込み・視聴方法 について

以下の申し込み用２次元コード、もしくは U R L よりお申込みください。
申込をされた方のメールアドレスに、 � 月 � � 日（木）までに視聴用 U R L
および配布資料ダウンロード用のパスワードをお送りします。

・組織内で複数の方が申し込む場合も、お一人ずつお申し込みください。

・お伝えした視聴用ＵＲＬやパスワードは他者と共有しないでください。

・動画につきましては、ダウンロードしての保存や、映像を加工等しての
　利用などは固くお断りいたします。

お申し込み・視聴 にあたってのお願い

配信期間

令和 � 年 � 月 � 日 ( 月 ) ~ � 月 � � 日 ( 金 )

実 践 報 告 会
オ ン デ マ ン ド 配 信 型

お申し込み

あきる野学園オンデマンド配信型実践報告会申し込みフォーム

配信期間終了まで受付いたします。

東京都立あきる野学園　東京都あきる野市上代継１２３－１
電話番号：042-558-0222　

学校ホームページ　https://akiruno-sh.metro.ed.jp

あきる野学園
マスコットキャラクター
「ふたばちゃん」

本校ホームページ特設サイトからも
お申し込みいただけます。

h t t p s : / / l o g o f o r m . j p / f / h n m W L


